
平成３１年４月

柏陽・恵央地区懇談会

柏陽・恵央地区懇談会 提言書 

（概要） 

1978.6 柏陽団地建設後の様子 

1976.9 柏陽団地建設中の様子 



図１ 提言書策定の流れ 

１．地区の現況と市営住宅建替えの基本的な考え方 

当懇談会は、これから始まる柏陽恵央地区市営住宅老朽化による住宅建替えや集約

に伴い、現状の地区の課題や今後想定される課題などを整理し、その対応や将来のま

ちの姿を描き、今後の柏陽恵央地区市営住宅建替え事業にむけた提言を行うもので

す。

（１）公営住宅建替えの基本的な考え方 

  公営住宅建替えの基本的な考え方は、図２に示すとおりです。

この市営住宅の移転集約について、市営住宅入居者の様々な要望や、高齢者の増加

等課題が多く、市側の適切な対応が必要と考えられます。

 また市営住宅を恵央団地側に移転集約することにより、移転集約先での地区内の人

口年齢層の大きな変化、また移転跡地地区での一時的人口減など円滑な町内会活動が

維持できるか不安があります。

 今後は、恵み野駅に近接する利便性、周辺交通利便性などを活かしたまちづくりや

世帯の若返り、さらには必要とする公共機能などの再整備が必要と考えられます。

柏陽・恵央地区懇談会

地区の姿やイメージ 

(課題や良い点、改善点 etc) 

土地利用や公民複合機能施設に関する意見、考え方、方向性 

・提言書の骨子・素案の検討 

・公民複合機能施設の具体導入機能、手法、民間活力活用等

・提言書のまとめ 

・地区懇談会会長より「提言書」を恵庭市長に提出

地区の現況、

人口動態等統計資料、

アンケート他資料、

基本構想の概要

・町内会や地区住民の 

意見等 

・子どものアイディア

（若草小、柏陽中） 

・類似複合施設や地区

の公共施設の利用状況 

等の検証・反映

第 1回(平成 30年 11月 27日)、第 2回(平成 30年 12月 20日) 

第 3回(平成 31年 2月 25日)

第 4回(平成 31年 4月 2日)
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■ 基本的な考え方

①地区南側（恵央団地側）に、公営住宅を集約します。（公営住宅集約ゾーン）

②地区中央に、新たな交流・子育て支援機能を整備します。（地域コニュニティゾーン）

③地区北側に、恵み野駅に近い利便性を活かした低層住宅地を整備します。（民間事業ゾーン）

■ 公営住宅の住戸数の想定

 入居者意向調査を基に、公営住宅住戸数は以下のとおり設定しました。

 ①恵央団地敷地に新たに建築予定の住宅    １４０戸

 ②柏陽町に確保する市営住宅（借上げ市営住宅） ４８戸程度     

 ③市内の他の市営住宅             ５４戸程度

 ④市営住宅以外（民間賃貸住宅等）        ３戸程度 

図２ 公営住宅建替えの基本的な考え方

合計２４５戸

市営住宅柏陽・恵央団地建替基本計画（恵庭市 令和元年５月）を基に編集
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４．今後について 

（１）「幅広い世代間のつながり」に向けた町内会活動の継続 

 市営住宅の建替えにより、集約化の地区、移転跡の地区各々の住民の年齢構成や住

宅形態が大きく変わりますが、町内会の継続は重要です。

そのためには、市営住宅の集約化の地区においては、恵庭市が率先して市営住宅入

居者の町内会参加を促し、一定の会員数を維持する町内会活動継続の仕組みを構築す

る必要があります。

（例）

・増加する高齢者への会員加入勧誘、市営住宅一棟または一団ごとに町内会の班や

区の構成を促し、班長や区長の選出

・建物内の掲示板等を通じ、町内会の連絡や広報物の広報連絡を行い、入居者と町

内会との連携を強化

・民間住宅地整備を通じた若い世代の転入と子どもの増加、賑わいの創出 など

（２）「地域一丸となった」子どもを支援する取り組みの検討 

地域課題解決の場としての複合施設は、「家庭と子どもを地域一丸となって支援す

る」、特に「子どもを支援する」施設として非常に重要です。さらにここで展開される

様々な支援活動も重要であり、家庭や学校とは異なる「子どもが集う場所～≪子ども

のサードプレイス≫」として、地域、学校、行政、そして複合施設に入る民間が協力

して、その体制、仕組みをつくることが必要です。

（例）

・「貸さない図書館」とホール・フリースペースを設け、壁一面・建物全体に本を配

置し、いずれも飲食なども OKとする
・「勉強フリースペース」として、中学生の学童クラブ的機能・学校帰りの立ち寄り

場所をつくる

・「子ども食堂」や「無料塾の開講場所」など、子どもがお金を使わなくてもよい機

能、高齢者の居場所との「つながり」や学習の場などの提供を、関係する団体や

市民等の活動と連携して進める

・地域の市民が「読ませたい本」を持ち寄り寄贈したり、その展示や並べる作業な

どを通じ、愛着を持った活動の場とする など
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（３）複合施設の早期事業化・着工 

 先にあげた幅広い世代間のつながり、子どもを支援する取り組みなど、地域課題の

場となる複合施設は、柏陽・恵央団地建替え事業の中でも、特に早期の事業化・着工

を願うものです。

そのためには、建設予定地内の現市営住宅入居者の移転を優先し、特に他団地移転

希望を最優先として進め、そのための移転先市営住宅の優先整備、結果として今後3

年後程度の複合施設の早期建設が必要となります。

早期着手のスケジュールは、市営住宅入居者の多くを占める高齢者にも配慮した対

応でもあり、早期の入居者移転と複合施設整備優先によるスケジュールは、まちの魅

力づくりが高まり、若年世代の移住促進も進むと考えられます。

◆柏陽・恵央地区懇談会委員名簿 

分類 所属など 氏名(敬称
略) 

備考

学識経験者 北海学園大学 教授

株式会社都市総合鑑定 代表取締役

岡本 浩一

川尻 雅裕

都市・地域計画

不動産鑑定士

副委員長

町内会 柏陽町東町内会 会長

柏陽町西町内会 会長

柏陽町南町内会 副会長

恵央町町内会  会長

関田 豊

茶園 利紀

中村 勝幸

水尾 國夫

地区連副会長

地区連会長

委員長

教育・子育て 若草小学校   校長

柏陽中学校   校長

若草小・柏陽中コミュニティスクール

   〃

杉本 功

森岡 理惠

佐々木 保

七条 京子

地域商業 坂口青果店 坂口 康則

                            （敬称略・順不同） 

柏陽・恵央地区懇談会委員原田市長へ提言書提出
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【事務局】 

恵庭市企画振興部まちづくり拠点整備室 

〒061-1498 北海道恵庭市京町1番地 

TEL ：0123-33-3131  

MAIL : machi@city.eniwa.hokkaido.jp 

地区懇談会の様子 

若草小学校ワークショップの様子 

柏陽中学校ワークショップの様子 


